
脳発達・発達障害におけるmiRNAを介した
転写後遺伝子発現制御基盤と医療応用への展開

miRNA-mediated posttranscriptional gene regulation in the brain 
development・developmental disorder and therapeutic strategies

ヒトを含む哺乳類の脳発達は精巧な遺伝子発現プログラムによって規定されている。近

年、microRNA(miRNA)をはじめとするノンコーディングRNAが発見されて以来、これ

まで考えられていたよりも複雑で巧妙な転写後の遺伝子発現制御機構が次々と明ら

かにされてきた。一方、患者数の増加とともに発達障害の病態解明と有効治療法の開

発が強く望まれている。我々はこれまで、単一遺伝子MECP2の変異により発症する発

達障害・レット症候群の分子病態を研究し、本疾患の発症にMeCP2によるmiRNAを

介した転写後遺伝子発現の制御不全が重要な役割を果たしていることを明らかにして

きた。本セミナーでは独自の分子メカニズムに基づいたマルチスケールな発達障害病態

研究に加え、基礎と臨床の連携による医療応用への取り組みについて紹介する。
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